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「幼児のための療育セミナー」報告

療育施設での療育の実際と子どもの成長

杉　浦　　　司

　現在、名古屋市内に 5カ所地域療育センターが
あるが、私のいる南部と東部地域療育センターは
同じ社会福祉法人が運営している民間の地域療育
センターになる。北部、西部、中央の 3カ所は公
立の地域療育センターになるが、私たちの法人も
名古屋市からの事業委託を受けているので、名古
屋市内の地域療育センターとして事業をさせてい
ただいている。私は南部療育センターそよ風で、
療育グループ指導員をしている。
　今回は親子教室（通称、療育グループ）につい
てや、児童発達支援センター（通称、通園）へ療
育グループからつながっていく子どものケース
や、通園の中でどのような療育をしているかとい
うことについてお話する。

1．療育グループとは

　まず、療育グループは、主に 0歳から 2歳まで
の就園前、就園する前の子どもたちの親子で通う
る療育教室である。0から 2歳とはなっているが、
まれに 3歳児なども来ている。
　そよ風は南区と緑区が管轄のエリアになってい
る。港区は公立の西部地域療育センターが管轄に
なるが、バス 1本でそよ風に来られるエリアが
あって、こちらのほうに弾力運用という形で一部
港区も管轄エリアになっている。
　主にどんなお子さんがつながってくるという
と、基本的には保健所での 1歳半健診や 3歳児健
診で、保健師さんにこの子は気になるなというふ
うに見てもらって、つながってくることが一番多
い。あとは、保護者のほうから自発相談で、保健

所のほうに、言葉の遅れの心配や、多動気味で動
きが気になるということなどで相談があって、保
健師さんが療育センターを紹介してつながってく
るパターンもある。直接お母さん自身で療育セン
ターというのを調べて、直接問い合わせてつな
がってくるケースも最近はわりと多い。

〈グループ編成〉
　療育グループは、そよ風としては南区で 1カ所、
緑区 2カ所で行っている。もともと緑区の保健所
の近くに 1つ拠点があって、そこと南区では毎日
午前中に療育グループを開催している。緑区は広
くて最近、お子さんの転入や出生もすごく増えて
いるので、桜通線の徳重駅の近くにも 1つ拠点を
設けて、そちらでも、週 1回、療育グループを行っ
ている。
　0から2歳児の未歩行児のグループは、毎週、
南区のそよ風があるところでだけでやっている。
CP（脳性麻痺）、てんかん、ダウン性というよう
な子どもが通ってきている。毎年 20名ぐらいの
登録になるが、最近、運動発達遅滞（MD）でつ
ながってきていて、1歳とか 2歳と年齢が上がっ
てくると、自閉の傾向がはっきりしてくる子や、
もともとつながってくる時点でも ASD（自閉症
スペクトラム）の傾向があるような子どもが多い。
2歳、3歳になってくると顕著になってくるよう
な子どもが、グループに 3、4人ぐらいいる。こ
ういった子どもはいずれ歩くようになっていくの
で、年齢が上がってきたころとか、ちょうど新し
いグループが立ち上がる時期には、保護者と相談
して、2歳児の就園前グループなど、より本人に
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合うようなグループに参加ができるよう促してい
く。未歩行児のグループでは、最近重複障害など
が多くて、ダウン症のお子さんでも、結構 ASD
の診断もつくような場合もあるので、もともと生
まれたときから持っている疾患だけではなくて、
その後成長する過程での ASD傾向などで、子育
ての中でお母さんが困ることへのタイムリーな
フォローが要ることを日々実感している。
　0・1歳児の就園前グループは、1歳半健診で
つながってきているような低年齢児のグループ
で、月 2回、隔週で 2グループ行っている。こち
らは、第 1子のお子さんもすごく多くて、お母さ
ん自身がまだ子育てに不慣れで、育てにくさも
あったりして、子育ての負担感やしんどさも大き
い方が結構来ている。お子さんにとっても負担が
そんなに多くないような回数でやっている。
　2歳児（3歳児）の就園前グループは一番参加
人数が多く、毎週午前中行っている。こちらは 1
グループ 15人くらいである。年々増えているの
は、お母さんが仕事をされていて、既に保育園に
入って、並行グループというような形で通ってく
る方も、各グループに 2、3人ぐらいはいるよう
になってきた。

〈療育グループの日課〉
　グループの日課の大体の流れは、下記のようで
ある。
9:45　 登室・手洗い・荷物出し、自由遊び
10:30　おはようのつどい
　　　 呼名・手遊び・親子遊び
10:45　取り組み（主活動）　
　　　 新聞紙遊び・粘土遊び・水遊び・遠足
11:05　おやつ（おせんべい・果物・おにぎり）
11:15　絵本、さようなら
11:20　 必要に応じて個人懇談
　9時 45分ぐらいに来て、11時、遅くても 11時
半ぐらいには終わる。トータル 1時間半ぐらいの
療育グループを実施している。9時 45から 10時
半までの時間で、通ってこられているお母さんと
スタッフのほうでお話をさせていただいている。

15～16組に対してスタッフ 4人くらいで入って
いることがほとんどなので、年度末ぐらいだと 1
人 4人ぐらい担当になるので、4人のお母さんと
順番に 10～15分ずつぐらいお話をしていく。途
中で就園のことを決めたり、初診の予約を入れる
時期にはすごくお母さんたちは悩まれるので、必
要に応じて個人懇談というような形で、グループ
終了後に 1時間ぐらい時間をとってゆっくりお話
をさせていただいている。
　つどいがトータル 15分ぐらいで、手遊びをし
たり、一人一人名前を呼んだり、親子遊びを中心
にやっている。その後、みんなで排せつに行く。
南区のほうは施設をきれいにしたので、小児用の
便座が幼稚園みたいにあったり、おまるも 8個ぐ
らいあるので、みんなで順番におまるに座ってみ
たり、できる子は立ち便器でやってみたりしてい
る。トイレトレーニングを全然家でやっていない
子どももいるので、そういう方はまずトイレでみ
んながやっているところを見に行くところから経
験してもらっている。お母さんたちが全部介助し
てしまっていて、なかなか自分で身辺自立に向か
わないお子さんたちも結構いるので、（4月から
は幼稚園・保育園に行く子も多いので）自分でズ
ボンをおろすというところから、お子さんの状況
に合わせて、身辺自立もお母さんにも意識して
やってもらえるようにかかわっている。
　主活動は長くて 20分ぐらいで、新聞紙遊びや
粘土遊びをしたり、屋上に大きいビニールプール
を張って、遮光ネットを張って、みんなで水遊び
をしたりしている。地域療育センターはリハビリ
で使ったりもするので温水のプールが併設になっ
ており、そよ風にもプールがあるので、肩までつ
かるプールにお母さんとお子さんとで入ったりし
ている。
　遊びについてだが、粘土遊びは、今まで小麦粉
に食紅をまぜて練って、きれいな色に着色して粘
土遊びをすることも多かったが、最近は小麦の粉
を吸うだけでもアレルギーが出てしまう子も結構
いる。それで、小麦粉をやめて米粉で、もちも
ち、しっとりした感じの粘土になるので、粉から



73

「幼児のための療育セミナー」報告　療育施設での療育の実際と子どもの成長（杉浦）

お母さんと一緒に粘土をつくる感触遊びをしたり
する。感触が苦手な子もすごく多いので、月 4回
は同じ遊びをして、最初はだめだったけど 4回目
でやっと触れたねとか、3回目ぐらいから、固まっ
ちゃうと嫌だけど粉なら大丈夫とか、お子さん一
人一人の受けとめられる過程というのをお母さん
と一緒に見ながら遊んでいる。
　遠足も行っている。お父さんやおじいちゃん、
おばあちゃんもお誘いして、アスレチックとか動
物もいるような東海市の大きい公園にもみんなで
行っている。4月と秋にその公園に行くが、4月
のときには全然遊具で遊べなかったけど、また半
年ぐらいたって遊具で遊べるようになってきたと
か、動物に興味が出てきたとか、家族でそういう
お子さんの成長を喜び合えるといいなと思って、
毎年企画している。わりと参加率がよくて、遠足
は大所帯で、ブルーシートの大きいのを 4枚ぐら
い敷いて、みんなでつどいをしている。
　おやつも粘土と一緒で、最近すごく気を使わな
いと、お子さんに合わせていくことが難しいと感
じている。市販のおやつをあげたことがありませ
んというお母さんが結構多くて、バナナ、桃、マ
ンゴーとかもアレルギーがある子がいたりするの
で、市販もだめで果物もだめというと何を出そう
かなということになる。わりと果物が大丈夫だと
いうグループはバナナやスイカを出したりしてい
る。夏場は暑くて水分がとれない子もいるので、
100％のリンゴジュースに寒天をまぜて、寒天ゼ
リーを朝一生懸命仕込んで、それをおやつに出し
たりしている。
　11月頃に、就園を控えたグループは、みんな
で食事も一緒に経験できるといいので、遠足前後
におにぎりを家から持ってきてもらって、近くの
公園に行ってそのおにぎりをみんなで食べると
か、キッチンで汁物を一品つくって、ご飯だけ炊
いて、みんなで一緒に食べて帰るというような取
り組みをしたり（予算の関係上ずっとはできない
が）、少しずつ、大きな集団に通う前に友達と経
験していくということも大事にしている。

〈療育グループの中で大切にしていること〉
　療育グループの中では、子どもにとっては、集
団で遊びや、友達とのやりとりなどの経験を広げ
ることを大切にしている。好きな遊びはもちろん
広げてほしいが、苦手な遊びがわかるということ
も大事だと思っている。苦手な遊びに対してどう
気持ちを向けていくかということや、できていく
過程でどういうかかわりがあったら受けとめられ
るかなど、日々通ってきてもらう中で、今日はこ
れでよかったよねとか、お母さんと一致できるこ
とも大切にしている。グループはとにかく親子が
基本で、単独でお預かりということはしていない。
お子さんの中にはまだまだ二項関係がやっととい
う子もいるので、触れ合い遊びなど、親子で一緒
に遊びを楽しむということを大事にしてほしいと
思っている。また、就園の前に、日課のある生活
に慣れるということを経験してもらえるとよい。
　幼稚園のプレや、地域の幼児教室、大型商業店
舗の中に入っているような教室などにも別の曜日
に行っている方も、たくさんいらっしゃる。プレ
だと親子が 20～30組いたり、幼児教室だと単独
で預かってもらえるところが多いようだが、そう
いうところとは違う、親子で来てもらうというこ
とを大事にしたいと思っている。ほかのお母さん
としゃべりたかったり情報を交換したいという思
いもすごくあると思うが、やっぱりお子さんと一
緒にやってもらうことでお子さんの特性をつかん
でもらいたいと思うので、お母さんたちのおしゃ
べりする時間も後で保障しながら、遊ぶときは一
緒にやってねと声かけをしたりしている。
　子どもの理解を深めていくことも大事にしてい
る。今捉えているよりもさらに、こういうところ
があったんだというところは気づいてほしいなと
思っているし、一緒にやってみることで何がよ
かったのかとか、何が苦手かということを知って
もらうことも大事である。お母さんが遊び方がわ
からなかったり、お子さんに合う遊びがわからな
いという方も結構いるので、こうなら楽しめるん
だとか、そうやって遊べばいいんだなとか、遊び
方を知ってもらうのも大事だと思っている。
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　もちろん他の親たちともつながることも大事で
ある。地域のお母さんとか幼稚園のプレに一緒に
通っているママにはなかなか相談できないという
ようなこともあったりして、グループのママだっ
たら話せるわというお母さんも結構いらっしゃる
ので、なかなかみんなに話しにくい話、お子さん
の育ちの弱や育てにくさみたいなところを共有し
てもらえるといいと思っている。

〈療育グループの役割〉
　療育グループの役割としては、まずは相談しよ
うと思ってそよ風につながってきてくれているの
で、主訴：何が心配で来ているかとか、どこが育
てにくいかはまず丁寧に聞くようにしている。や
はり一番多いのは言葉が出てこないとか、言葉の
遅れということだが、家で遊び方が広がらなく
て扉のあけ閉めばかりになってしまうとか、常同
行動ばかりですとか、爪先歩きってやっぱり自閉
症ですかねとか、ダイレクトに障害かと聞いてく
るお母さんもみえる。乱暴、他の子に被害を与え
てしまったり、癇癪も 1時間も 2時間も泣かれて
しまうと大変なので、そこにどういうフォローが
あったらいいかとか、どういうふうにかかわれば
ちょっと落ちつけるかなども、タイムリーに返せ
ていくのが一番いいのだが、集団での様子もこち
らから伝えながら、保護者の捉え方と一致させて
いくところを大事にできるのがグループのよさで
ある。
　集団でのお子さんの様子を毎週丁寧に捉えなが
ら、お母さんの心配なことやおうちでの心配事な
ども丁寧に聞きながら、話をする。お母さんも、
言葉だけなのでそんなに相談することはありませ
ん、行ったほうがいいよと言われたから来ていま
すというようなスタンスの方も結構いるが、心配
はされて来ているとは思う。なので、お子さんが
いずれ大きな集団に行かれるときに、どこが心配
になって、どういうフォローがあると園でも過ご
しやすいかというところを伝えていく。
　療育グループの中でこういうところを大事にし
てこの活動をしているということはその都度保護

者に伝えている。ただ集団に入ればいいのだった
ら、子育て支援センターでやっているようなグ
ループでもいいし、単独で行けるようなところで
も、保護者が通いやすいところに通ってもらえれ
ばいいと思うが、わざわざ親にも足を運んで来て
もらっているので、グループ（集団）に参加する
ことの意味を伝えることは大事だと思っている。
　就園指導というととてもおこがましくて、こち
らからお教えするみたいにとってもらうと大変な
言葉だなとは思うが（職員の通称上、就園指導と
呼んでいる）、指導というよりは、お子さん本人
により合った園を選んでいくことを一緒に相談し
ていく。就園についてはやはり保護者が一番悩む
ところである。私たちも一応地域の園に巡回など
で行かせていただくこともあるので、どういう園
か少しは様子がわかるので、その子にとって合う
園を選べているか、相談があればお話しする。
　初診の勧奨：初診というのは、発達検査やドク
ターの診察がセットになっている診察のことなの
だが、必要があればそういった初診の予約も勧め
ていく。グループに参加する前に初診の予約を
とっている方もいるが、基本的には先に集団のほ
うに参加してもらって、保護者がやっぱり診察を
受けたいと思ったときに予約をとってもらうのが
一番いいと思う。また、そよ風も初診の予約をす
ると 2カ月半から 3カ月ぐらい待ちがあるので、
タイムリーに聞きたいときに相談できないという
事情もある。したがって私たちも、就園を考え始
めるのが 10月だったら、3カ月前の 7月ぐらい
にはもう話をしておいたほうがいいかなと逆算し
て、就園の前に一度診察してもらって、お子さん
の発達のでこぼこみたいなところを見ておくとい
いのではないかというお話をさせてもらってい
る。

〈子どもの状況に合わせて〉
　療育グループでは、子どもの状況に合わせて
どういう援助があったら活動に参加できるかと
か、日々お母さんと話をしながらかかわっている
が、つどいや主活動のときに困るケースがとても
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多い。多動で、みんなで集まるとうれしくなって
余計に体が動いてしまう子もいるので、体ごと制
止してあげたほうが落ちつけてリーダーの職員の
ほうに注目ができるとか、抱きかかえて床にどん
どん刺激を入れてあげるとちょっと落ちつくとい
う子もいる。その子その子に合わせて、つどいの
前にちょっと感覚で楽しい好きなことをやってか
ら、苦手なつどいに参加してみるようにしたり、
こういうタイプの子はこういう刺激が好きだよね
とか、職員もその都度感じて動いている。
　過敏性のある子ども、例えば、グループの教室
に入れなくて、ずっと外で帰る帰ると言って泣い
ていた子どもで、車でそよ風に来る道、右に曲が
るともう泣き始めてしまう子もいた。まずはお母
さんと安心して来てもらえるように、外に 1人の
職員がついて、お母さんの話も聞きながら、おや
つで誘って入れたら、泣いただけで終わらずおや
つは食べられたという場合もある。何か 1つでき
たことを経験して帰ってもらえるといいので、お
母さんと相談しながら本人が入れるきっかけみた
いなものも探ったりしている。
　また、他害のある子どもだと、お母さんもやっ
ぱりその子を叱って、周りにも謝ってばかりでほ
んとうにつらい、外に遊びに行くのもすごく大
変、しんどいですと言う。おもちゃをとっちゃっ
たときには、やりたかったんだよね、でも返して
あげようみたいに、気持ちを代弁してあげること
で、子どもさんの癇癪や他害が落ちつくこともあ
るが、ふだん私たちが自然にやっていることを、
意外とお母さんたちは家でやっていなかったりす
ることも結構ある。ちょっと気持ちを言語化して
あげたらと言うと、家でやってみて、少し子ども
が落ちついたりすることもあり、日々それぞれタ
イムリーな困り事に、手だてがないかを一緒に考
えたりしている。

〈他の教室との違い〉
　子どもが単独で通う幼児教室だと、子どもは集
団経験もできて、お母さんたちはちょっとお茶で
きたり、レスパイトの意味も含めて通っているお

母さんもいらっしゃる。幼稚園のプレ教室だとま
だ集団が大きいので、療育グループみたいな小集
団のほうが子どもが慣れやすいということもある
かと思う。
　今、たくさん児童発達支援事業所も各地にでき
ている。いわゆる児童デイサービスという事業所
だと 1日に利用の定員が決まっていたりするの
で、わりと毎日いろんなお子さんが来るところも
多いかと思われる。その中で個別の音楽療法とか
やってくれたり、ちょっと訓練的なことをやって
くれているような事業所もあったりするので、そ
れはそれでお母さんたちのニーズに合っていた
り、集団ではない個別の療育をすることでお子さ
んが力をつけていくということも大事にしていっ
たらいいのではないかとは思う。しかし、療育
グループはそういうカラーのある事業所とは違っ
て、親子で通うというのが軸なので、そこをお母
さんとお子さんの特性の捉え方を一致させたり、
個別の支援を一緒に考えていくということをして
いる。
　お母さんが、こうしたら変わったとか、変わら
ないのであればどうして変わらないかなどを一緒
に見て知るということとか、繰り返しやってきた
ことを通じて、その子が何か課題ができるように
なったり、乗り越えられたような経験もお母さん
も一緒に見てもらうことが大事だと思っている。

〈就園指導〉
　就園先を全然決めていませんというお母さんの
場合は、おそらく子どもさんに合うのではないか
という集団を提案していく。もちろんお母さんの
就労の有無、育休中でまた復帰するとか、家庭の
状況に合わせて、幼稚園がいいんじゃないとか、
保育園がいいんじゃないとか、こども園がいいん
じゃないとか、お母さんも大体目星をつけていた
りする方も多いので、こういう場はどうかなとい
う話をしたりすることも多い。
　既に就園先を決めている場合はすごく多いが、
一番近い幼稚園に決めていますとか、働く予定な
ので希望（名古屋市は 6カ園希望が出せる）は 6
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カ園ここに決めていますとか、まだ一切見学も
行っていないけど決めていますという場合もあ
る。子どもに合っているようであれば、そこの幼
稚園でプレ教室があればプレとかも行ってみたら
とか、保育園とかだと遊ぼう会とかに行ってどう
いう雰囲気で保育をしているか見てきたらという
ことをお話ししている。ただ、お母さんは幼稚園
が絶対いいと思っているけど、お子さんにとっ
てはより少ない集団のほうがいいのではないかと
か、私たちの捉えと少しずれているなというよう
な場合もあり（合っていないと勝手にこっちが
思っているだけかもしれないが）、保護者はやら
せたい保育やプログラムがあるので決めていると
いうこともある。なので、合っていないなとこち
らも思った場合は、失礼ながら、プレの人数は多
くてギャーギャー泣いているけど、今グループだ
と泣かずに来られているよねとか、そういう集団
での様子も説明しながら、もうちょっと小さい集
団の園にしたらとか、幼稚園でも、担任 1人に対
してどれぐらいの人数でクラスを見ているのかと
か、そこに主任の先生とかがフリーで、加配で入っ
てくれる人がいるのかとか、そういうところもお
母さんから聞き取りながら話をする。あとは、お
うちが自営業とか、内職している場合、保育園は
どうかとか、公立の保育園だと発達の援助枠とい
うのがあるので、そういう援助枠で保育園に申し
込むのはどうかというようなお話をさせてもらっ
ている。
　通園を勧奨する場合―そよ風は児童発達支援セ
ンターなので、そういう園に行くのはどうかなと
いうこともお話しさせてもらう場合がある。通園
に行くということは、幼稚園や保育園を選ばずに
通園を選ぶということなので、お母さんたちに
とっては決めるのに勇気が要る場合もすごく多い
と思うが、集団の様子やお子さんのふだんの様子
なども聞かせてもらいながら、通園が合うのでは
ないかなということも少しずつお話をさせても
らっている。苦手なところやでこぼこしたところ
だけでなくて、少し遅れがあったりする場合も多
いので、集団の様子だけではなくて、実際に個別

の発達検査をしてもらって、ドクターにも診察し
てもらって、その結果を踏まえて選んでいけるよ
うに初診につないでいくということをグループの
中で勧めている。初診の結果、実際診断がついた
という方もいるし、保護者にはきちんとした診断
名で伝わっていなくて、発達の遅れということ
だったり、ASDの傾向ということだけで伝わっ
ている場合も多いが、そういう結果をふまえて、
子どもにとって必要な保育の質ということについ
て懇談したりしている。
　その際、通園見学ということで、実際に通園の
療育を見てもらって決めてもらっている。一応通
園は希望すれば入れるということにはなってい
る。最近、検査の結果、発達指数的にはわりと遅
れはないというお子さんだけれども、やっぱり癇
癪や他害とかがあって、お母さんが地域の園に行
く勇気がなくて通園に行きたいというような方も
いらっしゃる。そういう場合も本人に合うかどう
かをやはり検討していくことも必要で、実はモデ
ルになるような子がいる地域の園のほうがその子
が伸びていくんじゃないかとか、他害も友達との
やりとりの中で出てくることも多いので、そうい
うやりとりをベースに力をつけていこうと思う
と、もうちょっといろんな友達がいるような地域
の園がいいのではないかとか、そういうこともお
母さんと話ながら、通園にほんとうに通えるかと
いうことも検討しながら進めている。
　そよ風の通園施設は通園当初は母子通園になっ
ているのと、毎週水曜日が親子登園になっている
ので、実際お母さんが園に足を運ぶことがものす
ごく多いので、母子で通えるか、家庭環境も含め
て通園が合うかどうか検討して、選べるようにお
話しさせてもらっている。
　通園につながるケース―実際グループの中でど
んなお子さんが通園につながるかというと、やは
り未歩行児グループのように、体に疾患があった
り、健康状況が不安定という子は、そよ風だと看
護師さんもドクターも常駐しているので、急な診
察にも対応できるので（もちろん保育園に行かれ
る方もいるとは思うが）、通園を選んで、健康状
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況の捉えもしながら通われる方が多い。発達にで
こぼこがある場合は、遅れはあまりないけど、す
ごく過敏でなかなか集団に入れないとか、多動で
その場にいられないことも多いとか、教室や園庭
から出ていったりするような危険があったり、感
覚の過敏があるような子どももいる。興味の偏り
があって、好きな遊び、嫌いな遊びがすごくはっ
きりしていて、活動に参加するに当たっては援助
があったほうがいいのではないかというような子
ども。あとは、過度の偏食があり、なかなか保育
園や幼稚園の給食も食べられないという子もい
る。健康状況や知的には問題がないけど、過敏で
ご飯が食べられなくて鼻からチューブで注入して
いるという子も前にいたが、そういう子で通園に
つながってくるというようなケースもある。

2．通園での生活

〈日課〉
　通園での生活は、大体以下のような流れである。
9:30　 登園・手洗い・荷物出し・自由遊び
10:00　おはようのつどい
　　 　呼名・手遊び（親子遊び）
11:00　手洗い・給食
12:00　午睡
14:30　水分補給・絵本・手遊び
15:00～17:00　延長保育（必要児）
　現在、50人定員で 6クラスあるが、1クラス 8
人から9人ぐらいの人数で、担任は3～4人である。
そよ風では、仕事をしているお母さんもいたり、
午後のご飯をつくる前後の時間帯が、3時で降園
して帰宅してからがすごく大変という親御さんも
いるので、延長保育ということで、1日 9人定員
を設けて、17時ぐらいまで預かっている。レス
パイトとか、お母さんの急な受診や、家庭の状況
に応じて利用してもらっている。
　先ほどお話ししたように、母子で来てもらうと
いうことなので、これは新入時の日課である。
年少さんになる 3歳児さんは確実に入れるように
調節を今までしてきているが、卒園される方と、

たまに年中さんから年長さんから地域の幼稚園や
保育園に就園される子がいると、その数があきの
枠になるので、希望を出された月齢順に入ってく
る。

〈母子療育〉
　一応年少さんの学年以下の人は新入児になる。
新入児が 4月から単独に登園するまでに移行して
いく流れとしては、最初 4月から 6月の間は週 3
回、母子登園をして通う。お母さんと一緒に 9時
から 13時まで、つどいも取り組みも、給食まで
お母さんと一緒に過ごす。それをだんだんと 3カ
月の間に 15時まで延ばして、部分的に取り組み
だけお母さんと分離するとか、給食までお母さん
と分離するとか、お昼寝の間だけお母さんたちで
交流会をするとか、少しずつお昼寝に移行してい
きながら、お母さんたちとの分離も進めていき、
徐々に給食や午睡まで時間を延ばしていく。4月
から 6月の間に、週 3日親子登園で、平日の 2日
間あきの曜日があるので、どっちかで個別療育
といって、2、3人で集団療育みたいにする場合
もある。例えば身辺自立が苦手な子は、トイレト
レーニングのやり方をお母さんとどういうふうに
家で環境を整えてあげるかとか、個別で本人が伸
ばしたい力を伸ばすのを担任が一緒に考えていく
というようなことをやっていたりする。7、8月
は単独バスの登園に向けて、受け入れ時間を徐々
に長くし、日数も週 4～5日にしていく。もちろ
ん未歩行児のグループは疾患を抱えている方も多
いので、本人の状況に合わせて、4月も週 1回母
子登園で 8月まで午睡まではずっとお母さんも一
緒という子もおり、それぞれの健康状況にあわせ
てやっている。9月からは単独でバス登園になる
が、だんだん完全に週 5日登園という形になって
いく。
　週 5日だが、結局は毎週水曜日は親子登園なの
で、お母さんは水曜日は絶対来なければいけな
い。しかし、いつも親子参加というのではなくて、
子どもたちはいつもの保育をしていて、お母さん
たちだけは学習会とか、外部の先生を呼んで学習
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会をしたりして、分離をして取り組みをすること
などもしている。親子でプールに入ったり、親子
で中京競馬場に遠足に行ったり、水曜日の時間に
いろいろなイベントとか企画をつくってやってい
る。それが負担だと言われるお母さんも少なから
ずいる。それで、健康状況に合わせて、お子さん
に合わせて日数などは、看護師さんも含めてケー
ス会議をしながら決めている。

〈母子療育で大切にしていること〉
　子どもにとっては、大きな集団を選ばずに通園
に来ているので、まず安心して一人一人が通える
ようになることが大事である。通園バスでなかな
かお母さんと離れられない子もいるが、通園バス
も家の前まで、ドア・ツー・ドアというのはやっ
ぱり難しい。なので、在園している子どもたちの
家の多い場所何か所かにバス停をスポット的につ
くっている。そこのバス停にお母さんたちが送っ
てきてくれるが、バスに乗るときにお母さんと離
れられなくて抵抗する子どももいる。ほんとうは
職員がバスの外で受け取って通園バスに乗せるの
だが、最初のうちだけお母さんにも乗ってもらっ
たり、協力してもらって通園バスが回るルートを
おうちの車で走ってもらったりして、子どもが安
心して通うために練習を重ねるということもし
て、少しずつ分離していく。運転手のほかに 2名
保育士が乗り、バスの中も保育の時間になるので、
好きな遊びをやるように職員間で打ち合わせをし
ておいて、安心してバスに乗れるように援助して
いる。
　子どもたちには慣れにくさがあるので、小さい
集団を選んでいるということはメリットになるの
で、少しずつ、本人に合わせてやっていけるとよ
い。担任も 2～3人いるので、お母さんではない
他者、担任やほかのお母さんとの関係を広げてい
けるといいと思う。おうちでの好きな遊びを園で
も担当職員が同じことをやって、園でもこんな楽
しいことができるんだとか、自分の好きなことに
一緒につき合ってくれるんだという経験もしても
らえるといいと思う。好きな遊びを広げ、繰り返

し同じことをどんどんして遊びこんでいくこと
で、まだ発語がなくて要求もなかなか出てきにく
かった子どもが、上手にジェスチャーで、頂戴と
か、一緒に行こうとかと言ってくれるような関係
性ができてくればいい。ふわっとどこかに行って
しまって、一緒にやろうと言っても本人の要求が
なかなか出てこないという子もいるので、繰り返
し繰り返しやることで、この人はこれをやってく
れるみたいな関係をつくっていけるといいと思っ
ている。
　また、より丁寧な生活支援を大切にしている。
身辺自立や食事のところにかかわってくるが、例
えば、ASDのお子さんで白いものしか食べない
子、ご飯と豆腐と牛乳とか食パンしか食べられな
い子がいて、でも、食パンをラスクにしたらふち
が焦げ茶色くなったが、その茶色は食べた。それ
で、白いのがちょっと茶色になるのはいいかなと
言って、給食室の栄養士さんに、鳥肉でそぼろを
つくってもらって、ご飯にそぼろをちょっとまぜ
て食べさせたら食べた。それで、豆腐に肉そぼろ
も入れてとか、給食室にも協力してもらって、食
べられるものが 4つしかなかったのが増えた。そ
れで、おうちでも同じ味つけで肉そぼろをお母さ
んがつくってみたら食べられるようになった。そ
の子は、大根の煮た茶色のものとかも食べられる
ようになり、ちょっとずつ食べられるものが広
がってきた。このような、より丁寧な生活支援は、
やはり地域の園では難しいところもあり、そうい
うよさが通園にはあると思う。さらに、毎日通っ
てくるからこそ日々試行錯誤し、模索をしながら、
お母さんと一緒に考えていくことができる。
　もう一つ食事の例だが、グループに来ているお
子さんで豆乳と、緑黄色野菜とバナナとかを煮て、
こした汁と母乳しか飲まない 1歳 10カ月くらい
の子どもがいた。ほかのものは、お母さんの失敗
したソースがたくさんかかったどろどろの焼きそ
ばはなめたというような子がいて、どうにか食べ
られるものを広げたいなと思っていた。それ以外
だと水分は、バナナ味の豆乳（甘い）ならぐびぐ
び飲む。お茶も少し飲めるけど、水分はそれでし
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かとっていなくて、やっぱり場所が変わるとほん
とうに何も飲まず食わずになってしまうので、栄
養もすごく心配していた。じゃ、そのバナナ豆乳
で、お母さんに、パンをつくってみたらとかと言っ
たら、ちょっとなめたりできるようになった。バ
ナナ豆乳を寒天にしたのを出してみたりしたが、
それは全然食べなかった。どうやったらそのお子
さんがちょっとでも口に入れてくれるかなと、生
活支援として、お母さんと一緒にできる範囲でや
れることを考えていけるといいなと日々考えてい
る。
　通園施設での母子療育では、このように生活の
土台づくりを大切にしている。やはり大きな集団
の幼稚園や保育園に行くと、そこまで一人一人に
かける時間を確保するのが難しいと思う。しかし、
8人や 9人の集団であれば、この先生は今この子
についてトイレを頑張るねとか、給食を今頑張っ
ているから先にみんな遊びに行ってきてねとか、
そういう融通をきかせながら保育ができるので、
ほんとうに一人一人のペースに合わせて、着替え
や、班の食事なども土台がつくれると思う。
　親にとっても、とくに 3歳から 5歳はすごく成
長する時期だと思うので、その成長を日々一緒に
感じてもらえるといいと思う。また、ほかのお母
さんたちや職員と一緒に大変さ、悩みとか、子育
ての大変さを共感したり、共有し合うことを大切
にしている。
　親子療育だからこそ、その子の持つ感性や特性
や成長発達による変化、成長過程を一緒に見ても
らえるといいと思っている。また、保護者会で学
習を企画したりして、ほかのお母さんと一緒にお
互いの障害特性を学び合うということをしてい
る。そよ風の場合は未歩行の子どもいるので、実
際に歩行していて ASD傾向のお子さんと脳性麻
痺のお子さんのお母さんは、お互いにどういう子
なのかがちょっとわかりにくかったりするので、
そういうのもざっくばらんに、生まれてからの育
ちのことを交流し合ったりしている。
　家族のイベントも多くて、親の会とか、おやじ
の会といってお父さんだけが集って夏祭りで、焼

きそばをつくるような会もある。家族で積極的に
行事にも参加してもらって、子ども自身がどう
育ってほしいかとか、将来的なことを見通しなが
ら、どうなってほしいかを家族で考えるきっかけ
にしてほしいと思っている。学期に 1回個人懇談
をするが、1回は両親懇がある。両親で懇談をし
て、お父さんの思いも聞く。お母さんから聞くお
父さんの話ではなくて、お父さんは実際どう思っ
ているのという話を、ちょっと腹を割って話すこ
とも職員としたりしている。若い職員も多いので、
腹を割って話すというところまでは難しいところ
もあるが、お父さんにも来てもらって思いを出し
てもらえるといいと思っている。
　子ども像を考えることは、そよ風の通園部がす
ごく大事にしていることで、職員も子ども像を出
し合って、クラスの子にどうなってほしいという
ような話を会議でする。会議で、どういう子ども
像だといいかという、それぞれの職員の思いを出
し合うのだが、子どもにどうなってほしいかとい
うことを保護者にも考えてもらって、それを出し
てもらえるといいなと思っている。学習会とか保
護者会で、また、同じ法人の通所の障害者施設に
実際に見学に行ってみて、どういう就労をしてい
るのかとか、別の作業所に見学に行ったりして、
どんな大人になっていくのかということも、通園
の中で考える機会を持ってもらえるようにしてい
る。
　職員にとって―子どもだけではなくて、お母さ
んや家族の子どもに対する思いが、だんだん 4月
に入園したときから就園したり卒園するまでと
か、1年間の中でどんどん変わっていくので、そ
ういう家族の変化なども職員が学んだり知るとい
うのはすごく大事だと思っている。例えば食事の
ところの実践なども、この子によかったらからこ
ういう考え方ができるんじゃないかとか、もっと
もっと自分の実践を次のステップに向けていける
ように日々学んだり、学習会もしてはいるが、そ
ういう機会をたくさん持てるといいと思ってい
る。



80

生涯発達研究 第 9号（2016）

3．療育センターの役割

　療育センターの役割としては、子どもの成長を
喜び合うということは当然であるが、その後の就
園先、就学先についても保護者と一緒に考えてい
く。就園していてリハビリなども受けて、発達相
談も継続的に来ていてという子どもも来るが、通
園に来る子たちばかりが来るわけではない。保護
者が子どもにとっての、ベストではないかもしれ
ないけどベターを選ぶために、私たちが寄り添っ
て一緒に考え、時には支えることもしながら、就
学など区切りになる場面では一緒に考えていける
といいと思っている。時には嫌われる役割という
のもあって、通園を勧奨する話をするときなどは、
何で先生はそんなことを言うのと思われるときも
ある。しかし、お子さんにとって合わないところ
や、やっぱりしんどくなるのではないかと思われ
るところに、じゃ、頑張って行っておいでと送り
出すよりは、1つの案として、こういうところも
あるよという話もしながら、ベターを選んでほし
いと思う。親子というところがやっぱり軸になっ
ていると思うので、親子の療育を大事にしなが
ら、日々それぞれの、保護者にとってもお子さん

にとってもいい支援をしていけたらいいなと思っ
ている。

〈討論の中での補足〉
　保育園、幼稚園での巡回療育相談の場でも、保
育園、幼稚園の先生からも、療育センターに行
かせたいんですけど、どうしたらよいでしょう
か、という相談も多いが、保護者によってそのタ
イミングは違うので、そこまでは育児の大変さを
ねぎらって、寄り添いしながら、きっかけを待つ
ことが大事だと思う。そんなに聞いてくれる先生
が行ってみたらと言うんだったらちょっと行こう
かなと思うときが来る人が多いのではないかと思
う。長い目で見てタイミングを計っていくという
ことと、療育関係の方に園に来てもらって、気軽
に相談できる場もつくっていくことも大事だと思
われる。

付記：本稿は、2016年 9月 3日に開催された、愛知県立
大学大学院人間発達学研究科・生涯発達研究所主催の
「幼児のための療育セミナー」（発達障がいフォーラム）
での報告をもとに、企画・運営を担当した山本理絵（教
育福祉学部教授）がまとめた。


